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２
・
26　

食
い
倒
れ
の
街
で
美
食
フ
ェ
ア

　

大
阪
市
の
阪
神
百
貨
店
で「
台
湾
美
食
フ
ェ
ア
」。

主
催
の
趙
永
全
・
台
湾
貿
易
セ
ン
タ
ー
総
経
理
は

「
開
催
地
に
大
阪
を
選
ん
だ
の
は
、
食
い
倒
れ
の
街

の
消
費
者
は
舌
が
肥
え
て
い
る
か
ら
。
こ
こ
で
評
価

さ
れ
れ
ば
全
国
で
も
認
め
ら
れ
る
」
と
説
明
。

２
・
28　

二
・
二
八
人
間
の
鎖
に
日
本
人
も

　

李
登
輝
前
総
統
の
呼
び
か
け
で
「
二
・
二
八
人
間

の
鎖
」
運
動
が
行
わ
れ
、
基
隆
か
ら
屏
東
ま
で
二
百

二
十
万
人
が
参
加
、
国
民
の
団
結
と
中
国
の
ミ
サ
イ

ル
反
対
の
意
思
を
内
外
に
示
し
た
が
、
各
地
で
は
大

勢
の
日
本
人
も
友
情
参
加
し
、
話
題
に
な
っ
た
。

３
・
１　

大
東
亜
戦
争
時
代
の
史
料
展

　

南
投
県
の
国
史
館
台
湾
文
献
館
で
は
、
大
東
亜
戦

争
中
の
軍
服
、
日
誌
、
作
戦
地
図
、
回
想
録
な
ど
を

展
示
す
る
特
別
展
が
。
同
館
は
「
過
去
を
知
る
最
良

の
史
料
を
集
め
た
。
当
時
を
生
き
た
人
々
に
は
思
い

出
深
い
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
」
と
話
し
て
い
る
。

３
・
２
〜
３　

小
沢
征
爾
氏
が
台
湾
で
公
演　

　

小
澤
征
爾
氏
指
揮
の
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
台
湾
公
演

が
台
北
市
の
国
家
音
楽
ホ
ー
ル
で
。
チ
ケ
ッ
ト
は
即

時
完
売
の
人
気
で
、
ホ
ー
ル
外
の
野
外
ス
ク
リ
ー
ン

に
も
千
人
の
観
衆
が
。
台
湾
人
フ
ァ
ン
の
熱
心
さ
に

感
動
し
た
小
沢
氏
は
、
野
外
の
観
客
に
も
挨
拶
。

３
・
３　

元
日
本
兵
諸
団
体
が
陳
総
統
支
持
声
明

　

元
日
本
軍
人
・
軍
属
の
台
湾
人
諸
団
体
が
陳
水
扁

総
統
の
台
中
市
選
挙
本
部
に
集
結
、「
今
度
の
総
統

選
挙
は
台
湾
人
と
中
国
人
の
戦
争
。
正
真
正
銘
の
台

湾
人
と
し
て
陳
総
統
を
支
持
す
る
」
と
の
声
明
を
発

表
。
発
言
の
多
く
は
日
本
語
。
日
本
の
軍
服
、
軍
帽

を
着
用
し
、
旭
日
旗
を
翻
し
て
気
勢
を
上
げ
た
。

３
・
11　

日
本
時
代
の
市
街
風
景
に
脚
光

　

嘉
義
市
文
化
局
は
日
本
時
代
の
風
景
に
脚
光
を
当

て
、
昭
和
四
年
の
市
街
地
図
の
複
製
を
発
行
。
当
時

の
商
店
、
旅
館
、
食
堂
な
ど
の
広
告
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
他
、
当
時
の
街
並
み
や
建
物
の
写
真
も
新
た
に

収
録
。
今
後
、
昔
の
街
並
の
写
真
集
も
発
行
予
定
。

３
・
16
〜
17　

西
武
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
対
決

　

西
武
で
チ
ー
ム
メ
イ
ト
だ
っ
た
郭
泰
源
氏
と
大
田

卓
司
氏
は
、
今
年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
台
湾
プ
ロ
野
球
の

誠
泰
コ
ブ
ラ
ズ
と
Ｌ
ａ
Ｎ
ｅ
ｗ
ベ
ア
ー
ズ
の
監
督
に

就
任
。
そ
の
二
人
の
初
対
決
が
二
日
間
に
わ
た
り
高

雄
の
澄
清
湖
球
場
で
。
結
果
は
コ
ブ
ラ
ズ
が
連
勝
。

同
チ
ー
ム
は
こ
れ
で
リ
ー
グ
単
独
首
位
に
。

３
・
17　

山
中
氏
の
葬
儀
に
台
湾
弔
問
団 

　

山
中
貞
則
・
日
華
議
員
懇
談
会
会
長
の
告
別
式
が

都
内
で
行
わ
れ
、
台
湾
か
ら
姚
嘉
文
・
考
試
院
長
、

許
水
徳
・
亜
東
関
係
協
会
会
長
ら
弔
問
団
が
参
列
。

一
行
は
小
泉
首
相
、
遺
族
ら
と
と
も
に
最
前
列
に
座

り
、
ま
た
姚
院
長
は
「
中
華
民
国
総
統
代
理
」
と
し

て
追
悼
の
辞
を
述
べ
る
な
ど
の
厚
遇
を
受
け
た
。

３
・
21　

陳
水
扁
氏
再
選
で
日
本
各
紙
が
社
説

　

三
月
二
十
日
の
総
統
選
挙
の
結
果
を
受
け
、
日
本

の
大
手
各
紙
は
社
説
で
論
評
を
掲
げ
た
。
朝
日
新
聞

は
「
人
々
が
選
ん
だ
の
は
陳
氏
だ
っ
た
。
こ
の
事
実

を
厳
粛
に
受
け
と
め
る
べ
き
」
と
中
国
に
訴
え
た
。

３
・
22　

丸
紅
が
台
湾
で
風
力
発
電
設
備
を
受
注

　

丸
紅
が
台
湾
電
力
か
ら
風
力
発
電
設
備
を
受
注
、

総
出
力
一
万
二
千
ｋ
ｗ
の
設
備
を
北
部
の
香
山
地
区

に
設
置
す
る
。
台
湾
政
府
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と

し
て
風
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
中
。

３
・
25　

許
資
政
「
日
本
は
中
国
に
遠
慮
無
用
」

　

許
水
徳
・
総
統
府
資
政
は
台
北
市
で
の
講
演
で
、

「
日
本
は
国
益
を
中
心
に
す
べ
き
で
、
中
国
へ
の
遠

慮
は
無
用
。
対
台
湾
政
策
を
改
め
る
べ
き
だ
」
と
訴

え
、
日
台
の
自
由
貿
易
協
定
締
結
の
促
進
、
安
全
保

障
体
制
の
確
立
を
呼
び
か
け
た
。

３
・
26　

交
流
協
会
が
陳
総
統
再
選
に
祝
意

こ
れ
か
ら
の
日
本
と
台
湾
が
見
え
て
く
る

日
台
交
流
日
録

【
平
成
16
年
２
月
26
日
〜
４
月
26
日
】
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日
本
政
府
の
対
台
湾
窓
口
で
あ
る
交
流
協
会
は
陳

水
扁
総
統
再
選
を
祝
う
書
簡
を
送
っ
た
。「
今
後
の

日
台
関
係
が
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
」

な
ど
と
し
て
い
る
。
こ
の
日
に
陳
総
統
の
当
選
が
公

告
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
の
も
の
。

３
・
26　

日
台
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
の
表
彰
式

　

日
本
工
業
新
聞
主
催
の
「
日
台
文
化
交
流
青
少
年

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
」
の
表
彰
式
が
。
国
内
応
募
総
数
七

百
十
九
点
の
絵
画
、
書
、
作
文
か
ら
大
賞
、
優
秀
賞

な
ど
二
十
一
点
が
選
出
。
作
文
で
は
大
学
生
の
宮
川

和
子
さ
ん
の
「
十
字
路
に
立
つ
」
が
大
賞
に
。

３
・
26　

台
湾
の
美
を
吉
野
桜
で
Ｐ
Ｒ

　

世
界
に
台
湾
の
美
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
台
湾
政
府

は
阿
里
山
の
名
物
吉
野
桜
の
下
を
走
る
機
関
車
の
写

真
を
撮
影
。
同
地
に
吉
野
桜
が
日
本
か
ら
移
植
さ
れ

た
の
は
大
正
七
年
。
現
在
で
も
三
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
か
け
二
千
株
が
花
を
咲
か
せ
る
。
一
方
、
阿
里
山

鉄
道
の
機
関
車
は
全
て
日
本
時
代
の
も
の
。
現
在
は

運
行
し
て
い
な
い
が
、
今
回
、
大
正
三
年
製
の
も
の

を
特
別
に
走
ら
せ
、
往
時
の
情
景
を
再
現
し
た
。

３
・
27　

陳
総
統
、
今
後
の
対
日
関
係
に
抱
負

　

陳
水
扁
総
統
は
、
日
米
両
国
政
府
か
ら
再
選
の
祝

意
を
受
け
、「
今
後
四
年
間
、
台
米
・
台
日
関
係
の

強
化
を
図
り
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
さ
ら
な
る

安
定
と
繁
栄
を
図
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

３
・
28　

剣
道
大
会
で
武
士
道
に
関
心

　

高
雄
市
で
台
湾
最
大
規
模
の
剣
道
大
会
が
開
催
さ

れ
、
日
本
選
手
を
含
む
二
百
二
十
七
人
が
出
場
。
居

合
い
の
演
舞
で
現
地
メ
デ
ィ
ア
は
、「
会
場
で
は
武

士
道
精
神
が
漲
っ
た
」
と
興
奮
気
味
。
最
近
台
湾
で

は
サ
ム
ラ
イ
映
画
の
影
響
も
あ
り
、
精
神
修
養
も
重

視
す
る
剣
道
に
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

３
・
28　

注
目
さ
れ
る
安
倍
幹
事
長
の
姿
勢

　

安
倍
晋
三
・
自
民
党
幹
事
長
は
日
本
台
湾
医
師
連

合
（
岡
山
文
章
会
長
）
主
催
の
講
演
会
で
、
陳
総
統

の
当
選
に
祝
意
を
示
し
た
。
こ
の
日
の
日
本
の
与
党

幹
事
長
の
「
台
湾
支
持
」
姿
勢
は
、
台
湾
で
も
大
き

く
報
じ
ら
れ
、
注
目
さ
れ
た
。

４
・
１　

早
大
が
李
遠
哲
氏
に
名
誉
博
士
号

　

早
稲
田
大
学
は
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者
の
李
遠

哲
・
中
央
研
究
院
院
長
に
名
誉
科
学
博
士
号
を
授

与
、「
世
界
で
も
最
も
著
名
な
科
学
者
だ
」
と
李
氏

を
称
え
た
。
李
氏
は
日
本
語
で
「
日
本
時
代
に
早
大

の
名
声
を
聞
い
て
い
た
。
昔
日
の
親
近
感
が
甦
っ

た
。
名
誉
な
こ
と
だ
」
と
挨
拶
し
た
。

４
・
２　

「
台
湾
総
督
」
で
温
泉
町
興
し

　

日
本
時
代
に
風
光
明
媚
な
温
泉
地
と
し
て
栄
え
た

台
北
県
金
山
郷
が
「
温
泉
祭
り
」
で
町
興
し
。
目
玉

の
イ
ベ
ン
ト
「
総
督
復
活
記
」
で
は
、
こ
の
地
を
好

ん
だ
小
林
躋
造
総
督
が
小
船
で
芸
者
と
遊
ぶ
シ
ー
ン

が
演
じ
ら
れ
た
。
主
催
者
は
「
日
本
人
も
い
か
に
金

山
を
愛
し
て
い
た
か
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
Ｐ
Ｒ
。

４
・
６　

殉
職
日
本
人
教
師
を
再
顕
彰

　

台
中
県
新
社
郷
で
大
正
九
年
、
渓
谷
の
中
洲
に
取

り
残
さ
れ
た
台
湾
人
児
童
の
救
出
の
た
め
、
激
流
に

飛
び
込
み
殉
職
し
た
日
本
人
教
師
山
岡
栄
氏
の
記
念

碑
に
、
戦
後
初
め
て
遺
族
が
訪
れ
、
住
民
の
歓
迎
を

受
け
た
。
山
岡
氏
の
義
挙
は
戦
後
忘
れ
ら
れ
た
が
、

近
年
地
元
で
は
、
再
顕
彰
の
動
き
が
出
て
い
る
。

４
・
７　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
へ
の
参
加
支
持
訴
え
遊
説
団

　

台
湾
の
医
師
会
の
呉
樹
民
理
事
長
を
団
長
と
す
る

超
党
派
議
員
の
「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
加
盟
推
進
遊
説
団
」
が
来

日
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
年
次
総
会
で
の
台
湾
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
実
現
の
た
め
、
日
本
官
民
に
協
力
を
要
請
。

４
・
７　

成
長
す
る
日
本
向
け
輸
出
額

　

台
湾
の
政
府
統
計
に
よ
れ
ば
、
三
月
の
輸
出
入
額

は
過
去
最
高
。
輸
出
額
は
百
四
十
七
億
八
千
万
ド
ル

で
、
前
年
同
月
比
一
七
・
二
％
増
、
輸
入
額
は
百
四

十
一
億
ド
ル
で
同
二
九
・
二
％
増
。
日
本
向
け
輸
出

額
は
十
一
億
三
千
万
ド
ル
で
同
四
・
七
％
増
。

４
・
７　

日
本
時
代
の
台
北
市
歌
を
演
奏

　

台
北
市
は
台
北
誕
生
百
二
十
周
年
の
記
念
行
事
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で
、
新
し
い
市
歌
を
募
集
す
る
と
と
も
に
、
日
本
時

代
の
市
歌
も
お
よ
そ
六
十
年
ぶ
り
に
演
奏
し
た
。

４
・
８　

陳
総
統
が
八
田
與
一
氏
の
功
績
評
価

　

陳
水
扁
総
統
は
自
身
が
発
行
す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
で
、
嘉
南
大
圳
を
建
設
し
た
八
田
與
一
氏
を
例
に

挙
げ
、「
台
湾
で
生
活
し
、
台
湾
を
愛
し
、
台
湾
の

た
め
に
心
を
砕
く
人
で
あ
れ
ば
、
誰
も
が
偉
大
な
台

湾
人
だ
」
と
強
調
、
文
化
の
異
な
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ

ル
ー
プ
の
融
合
と
団
結
を
訴
え
た
。

４
・
10　

山
陰
、
四
国
に
チ
ャ
ー
タ
ー
便

　

エ
バ
ー
航
空
は
台
北
―
高
松
―
米
子
―
台
北
の

コ
ー
ス
で
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
就
航
。
山
陰
、
四
国
を

訪
れ
る
台
湾
人
は
少
な
く
、
各
地
方
自
治
体
も
台
湾

で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
積
極
的
に
乗
り
出
し
て
い
た
。

４
・
10　

勇
壮
な
神
輿
に
拍
手
喝
采

　

倉
敷
舞
踏
振
興
団
と
阿
智
神
社
祭
祀
団
が
、
台
中

県
立
文
化
セ
ン
タ
ー
で
神
社
伝
統
の
舞
踊
や
神
輿
を

披
露
。
神
輿
を
担
ぐ
勇
壮
さ
に
、
観
衆
は
拍
手
喝

采
。「
大
甲
媽
祖
国
際
観
光
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
一
環
で
、
海
外
か
ら
の
参
加
第
一
号
と
な
っ
た
。

４
・
10　

観
光
の
目
玉
ス
ポ
ッ
ト
は
長
野
県

　

中
央
社
の
報
道
に
よ
る
と
、
台
湾
の
大
手
旅
行
各

社
は
今
年
、
長
野
県
を
日
本
観
光
の
目
玉
ス
ポ
ッ
ト

に
し
て
い
る
。
最
大
の
売
り
は
四
季
を
通
じ
た
美
し

い
自
然
で
、
高
原
、
温
泉
、
果
物
な
ど
。
業
界
で
は

「
国
際
路
線
が
開
通
す
れ
ば
、
北
海
道
に
負
け
な
い

人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
は
ず
」
と
の
声
も
。

４
・
11　

日
台
の
高
校
が
姉
妹
校
提
携

　

岡
山
市
内
で
、
岡
山
県
立
興
陽
高
校
と
台
湾
の
国

立
台
中
高
級
農
業
職
業
学
校
の
姉
妹
校
締
結
の
調
印

式
が
行
わ
れ
た
。
興
陽
高
造
園
デ
ザ
イ
ン
科
の
生
徒

が
台
湾
に
行
き
、
同
職
業
学
校
に
日
本
庭
園
を
造
る

な
ど
、
職
員
、
生
徒
の
交
流
が
進
め
ら
れ
る
予
定
。

４
・
14　

台
湾
海
軍
の
演
習
で
海
自
方
式
導
入

　

台
湾
海
軍
の
魚
雷
演
習
が
終
了
。
今
年
は
演
習
期

間
が
従
来
の
数
日
間
か
ら
二
週
間
に
な
る
な
ど
、
海

上
自
衛
隊
方
式
が
導
入
さ
れ
た
。
海
自
退
役
将
官
も

随
艦
視
察
し
、「
両
国
軍
事
交
流
の
大
き
な
一
歩
」

と
評
価
す
る
台
湾
メ
デ
ィ
ア
も
。　

４
・
15　

日
本
時
代
の
水
道
施
設
が
文
化
財
に

　

高
雄
市
は
日
本
時
代
か
ら
使
用
さ
れ
る
打
狗
水
道

浄
水
池
を
歴
史
文
化
財
に
指
定
。
精
巧
で
機
能
的
な

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
造
物
は
、
建
設
当
時
の
ま

ま
。
高
雄
・
屏
東
地
区
の
上
水
道
や
民
生
の
歴
史
を

知
る
上
で
も
価
値
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
。

４
・
15　

王
立
誠
十
段
が
四
連
覇

　

台
湾
出
身
の
王
立
誠
十
段
が
十
段
戦
五
番
勝
負
で

四
連
覇
。
加
藤
正
夫
九
段
と
並
ぶ
最
多
記
録
。

４
・
15　

国
籍
変
更
先
の
ト
ッ
プ
は
日
本

　

内
政
部
の
統
計
で
は
、
昨
年
の
台
湾
人
の
国
籍
変

更
は
八
百
六
十
九
件
だ
が
、
変
更
後
の
国
籍
で
最
多

は
日
本
の
四
百
七
十
九
人
で
、
二
位
の
韓
国
の
四
倍

強
。
変
更
の
理
由
の
六
割
は
帰
化
。
次
い
で
結
婚
。

４
・
21　

加
勢
大
周
さ
ん
が
ド
ラ
マ
出
演

　

俳
優
の
加
勢
大
周
さ
ん
が
台
湾
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

出
演
の
た
め
訪
台
。
ド
ラ
マ
の
舞
台
は
日
本
時
代
。

台
湾
初
の
医
学
博
士
杜
聡
明
氏
の
学
生
時
代
の
日
本

人
校
長
を
演
じ
る
。
制
作
者
側
は
「
日
本
の
ア
イ
ド

ル
と
台
湾
の
芸
能
人
の
共
演
で
、
情
義
の
溢
れ
る
ド

ラ
マ
に
な
る
は
ず
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

４
・
21　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
台
湾
専
門
の
合
弁
会
社

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
台
湾
の
東
南
旅
行
社
と
、
日
本
か
ら
台

湾
へ
の
観
光
旅
行
を
専
門
に
取
り
扱
う
新
会
社
「
世

帝
喜
旅
行
社
」（
本
社
・
台
北
市
）
を
設
立
。
代
理

店
任
せ
の
体
制
を
改
め
、
顧
客
の
倍
増
を
目
指
す
。

４
・
26　

拡
大
さ
れ
行
く
「
七
夕
交
流
」

　

佐
々
木
謙
一
・
仙
台
副
市
長
は
許
添
財
・
台
南
市

長
を
訪
問
、
八
月
の
仙
台
七
夕
ま
つ
り
に
招
待
し

た
。
仙
台
市
は
、
伝
統
的
な
七
夕
行
事
を
台
湾
で
唯

一
残
す
台
南
市
と
市
民
交
流
を
続
け
て
お
り
、
今
後

は
経
済
、
観
光
な
ど
、
交
流
は
拡
大
の
見
通
し
。

 

【
永
山
英
樹
】


